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佐
久
市
立
近
代
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念
特
別
企
画
展

平
山
郁
夫

仏
教
伝
来

　

戦
後
昭
和
を
代
表
す
る
日
本
画
家 

平
山 

郁
夫 （
一
九
三
〇
二
〇
〇
九
）。
初
期
の
代
表
作
に
《
仏

教
伝
来
》（
一
九
五
九
・
佐
久
市
立
近
代
美
術
館
蔵
）
が
あ
り
ま
す
。
広
島
県
出
身
の
平
山
は
、
原
爆

の
後
遺
症
に
苦
し
み
な
が
ら
こ
れ
を
描
い
た
こ
と
が
大
き
な
転
機
と
な
り
、《
受
胎
霊
夢
》（
一
九
六
二
）

な
ど
の
仏
伝
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
平
山
の
テ
ー
マ
は
仏
教
を
通
じ
て

文
化
の
根
源
へ
と
向
か
い
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
以
降
の
シ
ル
ク
ー
ド
の
取
材
へ
と
拡
大
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
画
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
山
の
出
世
作
と
な
り
、
自
ら
も
『
画
業
の
出
発
点
』
と
述
べ
て
い
る
《
仏
教
伝
来
》
は
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
描
か
れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
平
山
郁
夫
―
仏
教
伝
来
」展
で
は
、《
広
島
生
変
図（
下

図
）》（
一
九
七
九
）
や
、
少
年
期
の
作
品
、
東
京
美
術
学
校
時
代
の
作
品
や
卒
業
後
の
風
俗
画
、
再
興

日
本
美
術
院
な
ど
平
山
の
周
辺
の
作
家
の
作
品
、ま
た《
仏
教
伝
来
》と
そ
の
小
下
図
の
他
、仏
伝
シ
リ
ー

ズ
も
展
示
し
な
が
ら
、
名
作
《
仏
教
伝
来
》
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。
若
き
日
の
平
山
作
品
に
あ
わ
せ
て

後
年
の
作
品
も
展
示
、
平
山
芸
術
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

【
展
示
作
家
】

平
山
郁
夫
・
太
田
聴
雨
・
奥
村
土
牛
・
日
下
八
光
・
小
泉
淳
作
・
小
林
古
径
・
清
水
南
山
・
須
田
珙
中
・

田
中
青
坪
・
中
島
清
之
・
羽
石
光
志
・
平
山
美
知
子
・
前
田
青
邨
・
村
田
泥
牛
・
安
田
靫
彦
・
山
本
丘

人
・
藁
谷
耕
人(

会
期
中
展
示
替
え
が
あ
り
、ご
覧
い
た
だ
け
な
い
作
家
の
作
品
が
あ
り
ま
す)

第
一
室『
瀬
戸
田
・
ヒ
ロ
シ
マ
』

　

平
山
郁
夫
は
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）広
島
県
豊
田
郡
瀬
戸
田
町（
現
尾
道
市
）で
生
ま
れ

た
。十
代
の
頃
の
ス
ケ
ッ
チ
と
模
写
、昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）の
被
爆
体
験
か
ら
生
ま
れ
た

《
広
島
生
変
図
》の
下
図
で
構
成
。

第
二
室『
東
京
美
術
学
校
・
師
と
周
辺
』

　

昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）に
入
学
し
た
東
京
美
術
学
校
の
同
級
生
や
教
授
、再
興
日
本

美
術
院
同
人
の
作
品
で《
仏
教
伝
来
》が
描
か
れ
た
時
代
を
み
る
。

第
三
室『
美
校
時
代
と
風
俗
画
』

　
平
山
の
美
校
時
代
の
作
品
や
、昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）の
卒
業
後
、東
京
芸
術
大
学
副
手

時
代
の
院
展
に
出
品
し
た
風
俗
画
を
展
示
、《
仏
教
伝
来
》へ
向
か
う
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
。

第
四
室『
仏
教
伝
来
』

　

昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）白
血
球
が
激
減
し
死
の
不
安
の
中
で
描
か
れ
た《
仏
教
伝
来
》

を
、そ
の
習
作
・
下
図
、翌
年
の《
天
山
南
路（
夜
）》、《
受
胎
霊
夢
》《
出
現
》（
一
九
六
二
・
佐
久
市

立
近
代
美
術
館
蔵
）な
ど
仏
伝
シ
リ
ー
ズ
と
と
も
に
展
示
し
、《
仏
教
伝
来
》
の
意
味
に
迫
る
。

第
五
室『
日
本
画
家
・
平
山
郁
夫
』

　

昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）、日
本
美
術
院
同
人
と
な
る
。仏
教
や
平
和
の
祈
り
・
日
本
の

美
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展
示
。

イ
平
山
郁
夫 《
日
本
美
術
院
血
脉
図
》  

一
九
六
五
制
作（
国
立
大
学
法
人 

茨
城
大
学
蔵
）

ロ
平
山（
松
山
）美
知
子 《
坐
像
》  

一
九
五
二
制
作（
東
京
藝
術
大
学 

大
学
美
術
館
蔵
・
前
期
の
み
展
示
）

ハ
平
山
郁
夫 《
習
作
Ⅰ「
仏
教
伝
来
」》  

一
九
五
九
制
作（
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
蔵
）

ニ
平
山
郁
夫 《
天
堂
苑
樹
》  

一
九
六
六
制
作（
佐
川
美
術
館
蔵
）

ホ
平
山
郁
夫 《
流
水
無
間
断（
奥
入
瀬
渓
流
）》  

一
九
九
四
制
作（
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
蔵
）

ヘ
平
山
郁
夫 《
生
口
島
瀬
戸
田
依
り
髙
根
島
を
望
み
寫
生
》  

一
九
四
五
制
作（
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
蔵
）

ト
平
山
郁
夫 《
虎
》  

一
九
四
六
制
作（
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
蔵
）

チ
平
山
郁
夫 《
広
島
生
変
図（
下
図
）》  

一
九
七
九
制
作（
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
蔵
）

リ
小
林
古
径 《
壺
》  

一
九
五
〇
制
作（
茨
城
県
近
代
美
術
館
蔵
・
前
期
の
み
展
示
）

ヌ
平
山
郁
夫 《
法
隆
寺
金
堂
六
号
壁
画
本
尊
阿
弥
陀
如
来（
模
写
）》  

一
九
五
〇
制
作（
佐
久
市
立
近
代
美
術
館
蔵
）

ル
平
山
郁
夫 《
内
海
の
春
》  

一
九
五
四
制
作（
広
島
県
立
美
術
館
蔵
）

○美術館スタッフの展覧会ガイド
日時:9／15(日)・9／22(日)　各日18:00～30分程度
　　 毎週土・日曜日  各日11：00～・14:00～30分程度
○ギャラリートーク
日時:9／29(日)　14:00～
講師:草薙奈津子氏(平塚市美術館長・美術評論家)
○作品所蔵館の絵はがきを販売します
○絵を見て語る会
日時:10／27(日)　14:00～
講師:福島徳佑(平山郁夫シルクロード美術館理事)
主催:佐久市立近代美術館友の会

会期中のイベント　※参加無料ですが観覧券が必要です。

○野外彫刻
駒場公園内に計21点の彫刻を設置しています。
○中国陶磁器(吉沢コレクション)
明・清時代の中国陶磁器を展示。41点の陶磁器と1点の
堆黒皿を展示しています。

■常設展示

交通:長野新幹線《佐久平駅》からタクシーで約10分
　　 JR小海線《北中込駅》から徒歩約15分
　　 上信越自動車道《佐久I.C》より約15分


